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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

砺
波
・
出
町
の
道

第
60
回

扇
状
地
に
発
展
し
た
ま
ち

　

富
山
県
西
部
に
位
置
す
る
砺
波
市

は
、
面
積
１
２
７
・
03
㎢
、
人
口
約

４
万
７
０
０
０
人
の
地
方
都
市
で
あ

る
。
市
域
の
大
部
分
が
砺
波
平
野
で
占

め
ら
れ
、
東
に
芹
谷
野
段
丘
と
庄
東
山

地
が
ひ
か
え
る
。
砺
波
平
野
は
富
山
湾

に
注
ぐ
庄
川
と
小
矢
部
川
の
扇
状
地
か

ら
そ
の
下
流
に
か
け
て
広
が
り
、
昔
か

ら
河
川
の
氾
濫
に
よ
り
無
数
の
小
河
川

が
発
達
し
た
地
域
で
あ
る
。
平
野
に
は

広
大
な
水
田
が
展
開
し
、
そ
の
中
に
屋

敷
林
を
伴
う
家
屋
敷
が
点
在
す
る
独
特

の
散
居
村（
散
村
）の
集
落
形
態
が
み
ら

れ
る
。
島
根
県
の
出
雲
平
野
、
岩
手
県

の
胆
沢
平
野
と
と
も
に
国
内
の
代
表
例

と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
砺
波
平
野
は
最

大
の
ス
ケ
ー
ル
を
誇
る
。

　

砺
波
平
野
で
は
古
く
奈
良
時
代
か
ら

稲
作
が
盛
ん
で
、
江
戸
時
代
に
は
加
賀

藩
の
石
高
の
多
く
を
担
っ
た
穀
倉
地
帯

で
あ
る
。
ま
た
、
大
正
時
代
か
ら
は
稲

作
の
裏
作
と
し
て
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
栽

培
が
始
ま
り
、
今
で
は
球
根
出
荷
量
が

全
国
一
を
誇
る
ま
で
に
成
長
し
た
。
昭

和
27
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
と
な
み

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
」
は
、
毎
年

30
万
人
以
上
が
訪
れ
る
、
富
山
県
を
代

表
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
活
況
を
呈
し

て
い
る
。

　

交
通
の
面
で
は
高
速
道
路
網
が
発
達

し
、
北
陸
自
動
車

道
と
東
海
北
陸
自

動
車
道
・
能
越
自

動
車
道
の
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
が
設
置

さ
れ
、
複
数
の
国

道
が
交
差
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
道
路

網
の
結
節
点
、
い

わ
ば
そ
の
真
ん
中

に「
出
町
」と
呼
ば

れ
る
中
心
市
街
地

が
あ
る
。

殿
様
も
通
っ
た
出
町
の
道

　

出
町
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
周
辺
の

村
々
か
ら
分
家
し
た
者
が
「
出
て
作
っ

た
町
」
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
入
り
社

会
が
安
定
化
す
る
と
、
加
賀
藩
は
平
野

部
で
の
新
町
建
設
を
奨
励
し
た
。
慶
安

交
通
の
結
節
点　

散
居
に
花
ひ
ら
く
ま
ち
を
目
指
し
て

砺と
な
み波

市
長（
富
山
県
）　

夏な

つ

の野　
修お

さ
む

散居景観が広がる本市の遠景。手前には高速のジャンクションがある

江戸時代、砺波平野には次々に新しい町ができた（色付き部分は現在の
砺波市域）
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２（
１
６
４
９
）年
、
太
郎
丸
村
・
深
江

村
・
杉
木
村
の
境
界
に
あ
る
街
道
沿
い

の
場
所
に
、
杉
木
村
二
郎
兵
衛
ら
の
請

願
に
よ
っ
て「
杉
木
新
町
」が
つ
く
ら
れ

た
。
杉
木
新
町
は
、
18
世
紀
初
め
ご
ろ

か
ら
「
出
町
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
戦
国
時
代

ご
ろ
、
砺
波
地
域
に
お
け
る
町
は
山
麓

部
に
し
か
な
か
っ
た
が
、
江
戸
時
代
に

入
る
と
４
〜
６
㎞
間
隔
で
新
し
い
町
が

つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
杉

木
新
町
で
あ
り
、
現
在
の
出
町
で
あ
る
。

　

か
つ
て
出
町
に
は
二
つ
の
街
道
が

あ
っ
た
。
一
つ
が
越
中
西
部
の
拠
点
・

高
岡
と
五
箇
山
の
麓
に
あ
る
城
端
を
結

ぶ
道
、
も
う
一
つ
が
石
川
と
の
県
境
に

近
い
石
動
と
瑞
泉
寺
の
門
前
町
で
あ

る
、
井
波
を
結
ぶ
道
で
あ
る
。
前
者
は

「
巡じ
ゅ
ん
け
ん
し
み
ち

検
使
道
」と
も
い
い
、
江
戸
幕
府
の

役
人
が
諸
国
の
監
視
と
情
勢
調
査
を
行

う
た
め
に
整
備
さ
れ
た
、
い
わ
ば
公
的

な
道
路
で
あ
っ
た
。
後
者
は
石
動
往
来

と
呼
ば
れ
、
山
麓
に
あ
る
大
き
な
町
を

つ
な
ぐ
道
で
あ
る
。
２
本
の
道
は
、
現

在
も
主
要
地
方
道
砺
波
福
光
線
と
、
主

要
地
方
道
砺
波
小
矢
部
線
と
し
て
そ
の

名
残
を
と
ど
め
て
い
る
。

　

巡
検
使
道
の
道
沿
い
に
は
加
賀
藩
主

が
休
憩
す
る
た
め
の「
御
旅
屋
」が
置
か

れ
、
実
際
に
藩
主
が
幾
度
か
訪
れ
て
い

る
。
そ
の
後
、
石
動
往
来
沿
い
に
は
作

食
蔵
を
は
じ
め
、
砺
波
郡
の
十
村
（
大

庄
屋
）
た
ち
が
毎
月
一
度
寄
り
合
い
を

開
く
た
め
の
十
村
寄
合
所
や
、
郡
役
所

が
置
か
れ
、
の
ち
に
砺
波
郡
の
行
政
の

中
心
と
し
て
発
展
す
る
布
石
と
な
っ

た
。
町
が
発
展
し
た
原
点
に
は
、
主
要

な
街
道
が
交
差
す
る
と
い
う
立
地
が
大

き
く
作
用
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
現
状
と
課
題

　

本
市
は
全
国
一
の
出
荷
量
を
誇
る

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
や
種
も
み
な
ど
、

力
強
い
農
業
が
展
開
さ
れ
る
一
方
、
市

街
地
に
は
区
画
整
理
事
業
等
に
よ
り
良

好
な
住
宅
地
や
大
型
商
業
施
設
が
立
地

し
、
活
力
あ
る
様
相
を
見
せ
て
い
る
。

先
端
産
業
や
伝
統
産
業
も
振
興
し
て
お

り
、
農
・
商
・
工
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
ま
ち
と
し
て
着
実
に
発
展
を
遂
げ
て

き
た
。
そ
の
よ
う
な
歩
み
の
下
、
優
れ

た
住
環
境
や
高
い
生
活
利
便
性
な
ど
国

内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
豊
か
さ
や
住

み
や
す
さ
を
実
現
さ
せ
、「
住
み
よ
い

都
市
」
と
し
て
民
間
経
済
誌
や
大
手
不

動
産
会
社
の
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
で
常
に

全
国
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
な
ど
、

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　

ま
た
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
に
お
い

て
社
会
情
勢
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
屋
敷
林
や
散
居
景
観
を

守
り
、
次
世
代
へ
継
承
す
る
循
環
型
社

会
の
構
築
を
図
る
こ
と
や
、
将
来
の
人

口
減
少
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
地
域
公

共
交
通
の
充
実
・
強
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
し
、

「
住
み
た
い
ま
ち
」「
選
ば
れ
る
ま
ち
」と

し
て「
や
っ
ぱ
り〝
砺
波
〟が
い
い
よ
ね
」

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
を
続

け
た
い
。

企
画
協
力
：
全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

一
口
メ
モ

巡検使道
　

こ
の
井
戸
は
、
寛
文
４
（
１
６
６
４
）

年
５
月
、
加
賀
藩
主
前
田
綱
紀
が
鷹
狩

り
し
た
際
に
、
御
旅
屋
建
設
と
と
も
に

御
膳
水
用
と
し
て
掘
ら
れ
た
。
杉
木
新

町
の
新
町
建
設
以
来
、
初
め
て
掘
ら
れ

た
井
戸
で
あ
る
。

　

付
近
一
帯
は
地
下
水
位
が
低
く
、
地

盤
が
崩
れ
や
す
い
扇
状
地
礫
層
で
あ
る

た
め
掘
削
に
は
困
難
が
伴
っ
た
が
、
井

戸
は
18
・
２
ｍ
の
深
さ
に
達
し
て
い
る
。

大
正
年
間
に
出
町
上
水
道
が
開
通
す
る

ま
で
、
町
民
の
貴
重
な
飲
み
水
と
し
て

役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

殿
様
の
御
膳
水
を
く
ん
だ
「
御
旅
屋
の
井
戸
」


